
夜の森へ、可憐な光を放つヒメボタルたちに逢いに出かけませんか。

ヒメボタルは、生涯を陸上で生活し、成虫の発光は美しく幻想的です。

実施日　　２００８年７月１２日（土）

☆　集合場所　　面河山岳博物館（電話 ０８９２－５８－２１３０）

☆　集合時刻　　１６：００

☆　観察時間　　１８：３０頃宿舎を出発～２２：００宿舎帰着予定

　面河山岳博物館学芸員の矢野さんからホタルの生態や見分け方、観察の方法、マナーなどの

　説明を受けた後、国民宿舎『面河』に入宿。

　夕食後、「大成（おおなる）」にて観察会。

　宿舎に帰り、入浴後就寝となります。

宿泊費　（傷害保険、博物館観覧料を含みます）    

大人（中学生以上）　6,800 円（税込み、２食付）

小人（小学生のみ）　6,000 円（税込み、２食付）

 先着２０名様まで、宿舎から観察地「大成」まで車で送迎いたします。

お問い合わせ・お申し込み               

国民宿舎『面河』              
電話 ０８９２－５８－２２１１   

＊幼児は原則として観察会には参加できません。

宿泊する場合は、宿泊料 2,000 円＋夕食 1,000 円＋朝食 500 円

面河山岳博物館学芸員矢野真志氏は、

１９９９年より面河山岳博物館に勤務。

展示や観察会などの企画・運営に携わる傍ら、石鎚山系を

フィールドに専門の昆虫学に係わる調査研究に従事されて

います。

四国名勝面河渓谷の宿


